
Title 新年号

Author(s) 岸, 昌; 辻野, 直三郎; 川俣, 順一 他

Citation makoto. 1980, 29, p. 2-8

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/86113

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



じ
月
大
散
附
に

霞
淵
肋
術

Jl
闇
長
に

名
／
＼
刀

点寸―料）

!I る介
杷た fl(

左グ）に
'-

次肛
グ＼戸

ィぶ

さ
れ
ァ.
ふ/;

亨 t
‘— 
''/亡V 彗←

c

?

＼ーt

――

-
1
 

＿
―
-
出

，＼
 ぴ

,Jc
仙
川
政
」
"
‘

＇ 

段
附
へ
人
タ
ー
，
~
を
リ
り

1~ 

1

『「;

と
〉.
r
r
{
l
「

し
I 

,,, 

)

、

;

＼！ 

/

i

'

 

し ま C:: fl! 附~ さ

て 1「［寸と t□ L( い祐
初汀゜). {, り＇）主賃—
め 1

~. 
J) 

C ii し
,f)'I、'1,

>i), ,, 

I 
,., 

L i以 い刈
月 i白祝.7 
ヵ) t「! /;':・, 

呂I) /: ,1: 
,.・!  ... 

,
9
 

＼
 

'「・
i

.

g

-

'

'

-

l

)

‘
．
ふ
；
／
、

i

T

7

,

 

9
9
f
 

リ

概

を

賃

r
、，
 

i
 

，＇ 

没↓、三

v州

f‘ 飲
ふ
i
/
j
o

Ii 

し

'
＼
窒
化

立
の
福
祉
社
会
づ

の
冑
墨

ー

'
-
f
i
_
:

＼
｝
）

;
2
r
r
~

こ

9

t

,

＼

斤

とM l; ゾ）
',,. 
五'1

,., ,,,, .. , !1ム

If['1[リJ及ノ人力'
を Ji] グ）り）、和力し

バ叫広り紅［ン
確 2・ ヵ、主し ';I

： ~~1) しすし，＼
‘ろ JJ ,, 「昌
;j l・i'd、.''
I. ;, l, - fir 

とり〕り〕

、Ji i I 
,,,〗げ：
;,; 五｝

l
'
]
-
『-＼ーし），
J
9-'
多

9
9
 

ー
ー
，
げ

-
i
/
F
-
tノ

-il 

ち

早

く

凡

民

の

仏

範

囲

に

わ

た

る

保

し
て
乳
幼
児
、
妊
産
婦
、

く

り

てI
上
c

―
-

-1,-

合
ノ
ー
L

—

5
-＿J

ーし
：
＇
＼

I^
9
・
-

•
し
9
1

'
'
、
¥

しメ

ti

＼
イ
：
じ
｝

!
:
1
,
＇ 

名~
 力ー

／
）

l
／―に

J) 
だこ

允
を
寸
‘A‘!

リ）

.・:・ 
も
し＼

')  

' ご
し＼

だ
， 

-1 

゜

ヵ、

な

と）、
! 『「「l¥J
!(Vi 
i/J s~, 
I 

—・一 位1

~- 1✓』
リ）

c
^

＾

-

‘

ー

ト

P

-

刀
充
一
人
を
ド
る
ク
パ
4

—-'\ 
9
L
'
_

、.-

ー

・i
桧
父

9
,

＿
—
_
＿

/
r
i
グ

ド;
-
I
Lドゎ

'

0

 

-

)

）

 

,

J

'

｀
 

活

気

に

満

ち

た

経

済

社

会

つ

く

り

刀
を
人
，
：
土

j
0
人

部
・llJofI本
い

11
か
し
た
咋
予

lil凸
い
、
見
換
を
寸

め
、
〈
ご
）
と
勺
サ
[
9
'

土
り
、
済
い
、

馴

を

棗

り

切

f

て

人

、
;
9

、
ー
'
\
~
で

ゾ
牡
l

名
人
を
は
し
め
と
し
、
そ
れ
そ
れ
の

ラ

イ

フ

・

ス

テ

ー

ジ

に

応

じ

て

多

様

弐
j

,I' 

く

り

に
し

八'1
冴j

心配だどズ
ヽ！誓め v:
多';,
、''
払公 J也
v'ii域
')防(/)

’●) ;: ,,,, 
し 寛土

)j 、
午，ダ()J
肴な・,., ぷ＜j, 
的州
打1; 什i

~. 

: 11 、 11!1・〈一
;,''  
梵！、ヘ：；

喜水り）＜

）
 

!
 
シメ

J
i
 

),

•9. 

¥

I

J

 

＼
 

ー
リ
・
・
＇
り
・
9
9
r

・'
4
:

ー
‘i'

し
ヘ

'
、
"
．

P
~
•
I
{
~

．
 

．
 

~
 

ー
~

！
し
各

l
~
i

、

I

.、1
ー

J

'

.
‘
 

上
，
ア
カ
）
ど
を

を
は
し
め
、

罰
贔
の
討
合
的

淳

名

と

JII
一閏
f

f

文

と
れ
た
罰
，
Iii
）
'
く
り

は
汀
い
、
古
セ
ー
ぃ
ぃ
叫
裕

安

全

で

暮

ら

し

よ

い

地

域

社

会

つ

く
り

て

’0:1，ボ｝
・
J

、
寸
’
・
‘',1
鬼
）r

り
〖
"
}
'
丁
亨
心r

予
印
[
,
ゎ
↑
~
て

パ
0

小
戻
幻

、▲

i

り

し

9

9

9

『

ー

オ

ょ

l

化
し
て
い
る
＼
帖

休

力

↓

く

り

な

と

附

仄

0
健

康

↓

く

を

小

さ

れ

、

ま

た

艮

位

貼

構

足

の

役

化

よ

な

か

で

も

富

安
り

凸

良

化

し

て

わ

り

、

成
人
防
、
精
神
的
主
、
熊
い
な
と
の

ほ
か
、
救
“
心
飲
位
へ
の
富
笈
か
著
し

く

、

こ

れ

ら

の

附

人

に

対

処

し

て

勺

涯

に

わ

た

る

府

民

の

健

康

保

持

刷

進

~ 
l
J
ー

r

;

9

/

 

f
 

を

ば

か

る

め

に

救
，
j

ご
い
燎
鉢
伯
，
の
＇

f
防
、
沿
控
か
ら
リ
ハ
ヒ
リ

ぐ

ン

-n 

し
た
保
健
‘
朕
伍
5

/

、
ふ
ー
、
〉、斤

ス

，

ム

殿

薗

と

の

適

切

な

機

俯

分

加

の

も

と

に
~
固
粕
伽
丈
施
古
れ

巾

町

村

、

民

閏

こ
と
は
誡

に
そ
の
遅
を
得
た
施
策
で
あ
る
と
共

に
ご
の
こ
と

長

く

砧

生

行

政

の

上

個

性

豊

か

な

教

育

、

文

化

環

境

つ

り
豆

枯

盤

の

怖

化
f

岱

巾

9111
郊
Jl

特
色

を
外
1

か
し
え
出
仄
林
膏
．
屯
ふ
の
官
成
に
[
-

と
め
な
〗
□

九
〗
バ
，
尺
り
ま
セ
ん
。1
[

＇

{）

T,f 

ど＂，＇魅
力
あ
る
人
間
本
位
の
都
市
つ

,9',‘ 

、
tr.

'、4/!＿

Ij 

ヽ

．ヽ）＇ー，

ヽ

,

9

/

 

J

区）

t

`

9

 

c
あ
る
と
哀
え

よ
リ
一
層
充
工
し

c
い
く
，
＂
ド
か
必
没

。

り
ま
寸

／
 

l

l

 

―
―
 

|

-

_

f

[

 

り

刈•• ダぅ
り．）召←

崎
I「h
グ）

区iii 
るる

ぃ，'~­, !、
ヽ

もめ,, ヽ

，崖）
＇）予哀て
)ゾ

て寸訓附し

人゜的 t（ た
恥 な伽

る雰てロ

門~''ご
月ヒまわ 11~{r
ヵ、し力：クト刀IL. 
百た 111 び）り〉て
罰かい文くし
膚‘評物
ヘ叫済交

/1) _J』又流
！旦 /-t 化 J)

‘を尻
!- ! "C _, ぶ
と
し

L
i
]
 

ぁ
ら
鳳〕

,^j
1

 

ー

r
!
 “
 

済〈グ）
冷た！叶

又め八
化先＇ー• し，に

グ）叫 iこ : ・札I
閏りにふお対
か！肴立ご）的
才し と 9 』)

だ分てし
Iii 喜<、 1,,
界を此),
罰昇ii, り［しl
di進万
人し裔 ¥

{
 

＼
 

4
，
し
＼
~
：
；

r

U

I夕
i
l

］
 

J

1

 

¥
 

.

J

 

;

L

¥『

f
レ



ょ
え
て
J

?

t

}

 

ー
，
ー
、
＼

lslsv＼
パ
祉
凰
し

」わえ務 1f しに椙と又も来けの春
けり ‘にもてよかえる：：ニー一 →^ を御をこ
まこ！りなおるいに r・i I も履氾］こ
すの合おる見‘ごと八 ぢ抄えに
ょ」すしとのか 1月と号角まをる間
〗とるをごとむ伍なを‘し由に和
附叫和ろ—-ビI U) り発杖して［ 窒
一訂左て H 幻十f"『!j 1¥¥1叫主 !1

iり（式得さしし紙励
り〈紐またハーI 2:: 

ヵ＼汀立 l
各:: 左こ飢

位れいと立
o: ひ力,_ l:J、か

と

し

友

ら

だ

松
竹
桐
oJ

L 

なも力疫査越こ,,根 i~!; • J'り冒
履：っこ 11長'' 合れ W 紅りたふ ,j拿廿召一7
びて）＼げてた Ii H さ暦い肱役和

と lピ虞負滅 '・・・・fl o れ史た'"/: 伝 ft
な芥髪リ）こ協 '3'. u tc. を人名攣 I
る史の'; グ） /J ./にこ i:tl 詞！乳ぅ＇い V月
て 1—直え凸！ フよとじび） I, 合(/)汀．
あ薗さに闘：：：ノ、つをて 1」 u • I 
つを入且;I月 cIH J也；戸力‘↓')月
てかき成ろ畠臼芥峠巳五て―
な寸なはこと i,j鼠ツ｝合『哀・1
こいく［指〉こ）) ?'健にか月るハ
こ身の針後ろ帥訂褐そしり〉人日
に常デと(/)てをた 1旦Iリ）綺長然 1且l

L_  

‘
j
l
"

由
し

力

n
l
J
i
.：ー

ー
xい
の
、
し

ヵヽ

に 1 五つもに

は新十きの輝
肪ロロにでく
雷し叶施あも
り）し設りの

開月にまと
に iり「附，、）す除
逆る立き° 〈
用・ii. i}i. 主 敬
さ I. 人し
オi c I囚て
，、什七も

ハ四/i尉
〔、〕月夕和 る

+
：
9

月

に

は

大

東

保

健

所

開

設

、

千

印
救
＂
＇
』
七
／
タ
ー
幻
閲
設
な
と
に
貞

帆

さ

れ

、

八

月

に

は

丁

田

保

健

良

祖

酌

か

炭

l
寸

る

な

と

兄

設

の

糾

設

よ
る
艮
摩
仙
制
、
保
健
作
叫
叫

と
占
八
化
を
炉
!
心
欲
的
に
め

0

，

入

処

恥

根

糾

出

．

訂

そ

概

略

致

し

た

い

〈

別

ぃ
り
忍
恥
i

〕
さ
て
い

f
に
加

、
い
と
人
柿
を
畠
え
た
協
力
に
よ
ー
て

り
1
行

一

誼

―

-

［

袢

〉

に

及

A

心
鼠

尉

人

類

の

Ji
ャ

命

を

脅

か

し

て

き

た

知

均

〔

入

然

的
p

い尼
j

か

い

和

五

ー

四

袢

ー

月

1
人

日

ク

1):,.
の

首

菰

サ

イ

ロ

じ

か

ら

マ

ー

フ

1

W

H

o
巾

務
局
に
に
エ
~
て
仝
肛
界
に
向
い
て

ー
＿
大
外
拍

cei
柏

絶

一

か

発

i
〈
点
わ
た

こ

0
見

峠

l
か

ら

人

紅

か

人

然

約

か

ら
鋼
訊
ロ
キ
ぐ
れ
る

L
合
2

た

根

加

は

加

辻

い

よ

り

に

優

秀

立

る

先

進

囚

の

巳

招
い
督
ー
／
，
：
入
囚
燒
、
人
袖
定
起
越

ー

た

ー

協

カ

一

に

よ

る

と

こ

る

大

て

恥

る

か

、

そ

の

設

因

と

い

り

へ

き

か

鑓
は
何
で
、
あ
ろ
う
か
？

の

発

見

か

極

め

て

容

易

て

た

こ

と

は

大

き

な

業

積

て

あ

り

ま

す

。

以
・
j

は

詞

淵

的

衛

叶

部

長

在

行

中

の

概

略

に

過

き

な

い

も

の

て

査

り

ま

す

。

退

職

後

は

げ

¢
j
省
閏
係
0

食

品

蒙

品

だ

全

七

ソ

就

職

、

引

綺

き

面

杜

ん

部

門

て

の

こ

と

と

承

へ
所
見
に

い

胴

て

き

る

〉

恰

珀

す

も

似

大

外

丘

に

対

免
長
日
か
胄
ら
れ
る
，

3

ウ
イ

Jc

ス

0

窟、
J
か

人

間

0

人＇

に

限

ら

れ

て

い

：

ー
，
在
土

lJI
に

よ

:

予

防

接

柿

か

箭

立

さ
れ
だ
＂

（

、

人

口

謁

杏

の

面

屁

い
、
戊
紅
和
匂
吐
ワ
ク
チ

/

0

桝

発

ハ
、
和
邸
い
な
ッ
ク
チ
／
い
硝
保

な

と

に

よ

る

も

0

と
六
ヽ
、
ハ
て
い
る
C

い
ず
れ
~
し
て
＇
迂
し
九
，
ハ
i

ハ
汀
人
外

幻
叡
祀
~
四

W
H
o

託
会
庚
人
、
翌

一
九
入
し
什

:
W
H
o
」

に

大

鉄

拾

恨
忙
卒
閃
11

ーは
Ill

＼

底

田

功

、

大

然

菊

根
絶
対
策
亭
部
長
汎
汀
〗
罰
額
一
災

ト

ル

を

投

し

て

発

足

し

た

世

界

的

大

山

望

ヵ

四

平

付

紀

を

符

た

す

し

て

こ

Ul
偉

業

ヵ

完

成

し

た

こ

と

は

帆

界

人

知
の
輝
ー
ー
と
、
い
い
今
て
も
り
後
罰
に
仏

え
ら
る
へ
き
快
拳
て
も
奇
る
，
＼

な

お

介

餃

に

伽

え

て

「

ア

／

11,

力
の

角

」

地

域

や

カ

ン

オ

ン

ア

な

と

に

対

し

て

監

視

を

続

け

る

の

は

勿

論

、

カ

一

に

備

え

て

二

位

人

分

の

ワ

ク

チ

ン る

ヽ

叱
1E 

わ

っ

て

お

り

ま

す

。

長

い

あ

い

た

当

協

会

に

対

し

ご

指

導

↑

さ

い

ま

し

た

こ
し
，
、
に
対
し
深
く
お
礼
中
土
け
る
と

廿
へ
に
分
條
一
居
こ
健
勝
、
御
活
躍
あ

ら

ん

こ

と

を

御

祈

り

印

上

け

ま

す

。

を

確

保

、

る

と

の

こ

と

で

あ

っ

て

．

，

沿

い

て

乱

を

忘

れ

寸

」

の

の

よ

う

に

心

に

く

い

は

か

り

0

配

あ
る
し

む

び

い

界

保

健

機

関

W

H

o
〉
て
は

大
欽
的
根
約
謹
晶

A^

今
の
名
に
お
い
て

「
1
月
＿
ー
ー
人
日
一
を
ー
大
然
痘
ゼ

戸

ァ

ー

し

と

す

る

こ

と

に

決

i
し
た
。

払
此
は
ご
い
日
を
ー
叫
ば
し
て
人
い
に

惑

謝

と

祝

氾

を

表

す

る

旦

勿

論

、

防

投
出
業
に
八
7

後

一

屈

の

徴

力

を

捧

け

こ
＼
，
｝

f
l
`
 mと
に

恥

柏

f
砂

抗

杯

の

た

め

"
'
ク
了
／
に
よ
る
副
反
応
巾
故
の
た

め
―
↑
'
ユ
ず
に
し
て
鼠
牲
と
な
ら
れ
た
カ

に

あ

ら

た

め

て

御

冥

伽

在

お

祈

り

す

る

は

勿

韮

今

な

わ

長

ら

く

恥

床

に

呻

吟

せ

ら

す

る

力

'-IJ

た

に

速

や

か

に

御

Lll
役

主

ら

ん

こ

と

を

こ

こ

に

火

心

よ

り
仰
祈
念
中
し
ー
・
こ
け
る
。

暴
一
口
名
謝

-:o-



）の概略；［］録
測記 2

田連世界保健機闊（
別戸＝且 l

HO)の天然痘根絶汁Ii彗

2
 

几加1'.?凰紀にすてに流行の

2,0ば1年いヵ,r,/fiげj、

p J. ハに）＼った粕且。

ヨーロ),! てiよ6Ill紀に旦しめて佼人, Var 10 

" (人然い）とし＼ヮ名杓け、ヽ1"111『から片Iし＼

し＂だ 0

仇1

中［月では

インド り/)
 

う
、
レりヽ

了なと経由し

>

4 

勺
i

)

 

／
 

大乎 7行 (7: ぅ：：，）に五噂尺太

から流了［が炉王り）j、t:111にエて及及］左び）
か最初といi)ずし、 1ぃJ'l"I二旦から冬iこかiJて入加り

り、そい餃［，はし□大小の流fJ 
て知年にわた -,--c仝Iじ昇に託威をふる、）た

6 光杯｝こり］闘い攻各打 (17%)英H、I人、,;'/-_/ーの

［）普及によ、ぅてそり）盾『JU.~•連に絨退

日本では ll)j/合初］この）パ］、か翰人されたか 1心召

（明冶l芯）種紐江か占IJ几され、

甕h告ljff,舟；〗］、力 ,'t 仇しされ.tこ

、
とL:｀
 

日本

力入

16111. 紀にプ＇ノ，)プ）か 人

r-
＂足り

。
）
 

ず
'

て‘ふA

ょ

，芹

-3lJ 

l 91 2 ( 且月f合:05) 

又ヽ 、病原休

ルスの一袖ハツ,,,,. / Paschen (), しい」1本）

さ約 3')0mvでi[f顕徴鏡ては像IJれんか状

力形てある

覧腐に対しては抵抗力枠めて怖い。熱や日光の1肖

射（槃外線）に対し甚た弱い，

屑伏期 7-18 日平均12 日、発防け、ノ~~'激な発熱(38

) (けしまり同時叩姐―I、筋肉舶およひ特じ

激しい腰籠を伴う，）しはしはIJ:[きけ、 li(l/;吐（お恥

と）を伴う）発j内より凡そぶ日間即駆勘と称し

の期叫jij,,且虹状の外、琳鯰、圃紅熟玲なとある，う

（以卜略）

ー， 6 6 

1%7 
JAN 

り6 8 

，
 

r

'ヽ（
 
）
 

(
4
 

．

．

 

、

1'
{‘ ゥー支ヘ

］り 71

1'J7 2 
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ー
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t
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（
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If, 長 ')i 項

人然的根紐叶詞IW

人然的根奇！□本部改誓［、綺靡I1 /直ド
，各!-I-―|加盟 152カiー1「炭力日 (I万人動

人然的撲戚逍動展I兄！

胄II『U :; 3カI員（常{;国）に入然紐かはひ~

こ')、 11J月 J,000カ人の患者茫Jj,、200万人

(/)夕じL者を出した。

I I ;j-: (f)紐田功入然恥恨紐対策本訃）長と中心

とする各国政府の協力; '7クチ／の改善、

息名の探系、柄原菌の地域封

込fl戦なと効を奏J-,
プノン］し~消滅

イソトネシ 梢滅

゜
決議

l 9 7 7 
10 .26 

1978 

エチオヒアなとア 7 リカ角地附四ヶ常在国

を除く/-; リカ全土泊滅

バングラフーシュ常在国から消戚

ソマリアの息者（コ yク権病）を最後とし

て新患者皆無となる C

L叶際天然紐根絶委員会は~" 7チ、 ソマリア、

ヒア、ケニア 4カ国でおおよそ 7,000

疑似患者について半リ足の結果いすれも

である0

2プ1年監視の結果、 ど

をナイロビで行ーった，〉

152カ国参加して天然痘根絶会議

で止式採択される ととなった。

参考

f
刀
し

辻
匪
―
-ii-U

あ
け
ま
し
て
お
め
て
と
う
ご
ご

い
ま

j
0
不
紙
も
品
先
牛
力
の
ご

旭
音
心
に
よ
り
満
八
名
r
を

迎

冗

る

ご

と
に
な
り
ま
し
た
〈
)
四
＜
伺
礼
申

し
ー
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
ご
指
碍
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
し

表
紙
の
り
真
は
販
附
出
弘
所
所

長
て
い
本
氏
が
箕
印
国
定
公
園
て
坦

屈
応
し
た
も
の
て
す
。

ア
サ

L
ぺ

／

夕

，

！

夕

入

タ

ク

マ

ー

ミ

リ

A
S
A
5

絞
り
8

]
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も
け
ま
し
て

3
 

主
寸附
和
五
十
911

り

に

主

皆
様
の
こ
飩
屈
を
、
い
か
、
い
わ
祝
い
印

し
，
あ
け
主
寸
＂
と
と
忍
に
唸
十
ふ

0

，巫

巾
犀
培
保
健
い
政
ー
ロ
バ
す
る
こ
支
仇

に
仇
く
慮
刷
山

l
灰
い
ま
す

さ
て
、
間
化
＇
い
月
へ
ぢ
八
訂
済
の
笈
~
ヽ

↑
況
↑
の
物
仙
い
と
い
う
状
況
の
な

か
て
f

財
政
的
に
も
ま
こ
と
に
き
ひ

て

）
 
杖
）

り し,,

し

い

年

し

だ

か

公

衆

衛

い
政
の

rlm
に

土

し

て

は

、

由

民

い
仔
刈
、
仇
健
刷
仕
い
日
ー
を
囚
る

だ
め
加
し
叩
い
柏
仰

f

公
甘
〗
防
J
I
、
仇

健
且
拾
休
机
0
加
允
な
と
巾
氏

ll
后

に
密
ふ
し
だ
ふ
ふ
欠
か
[
緊
丁
ご
課
題
に

こ
り
<
’
〈
/
、
そ
の
鮒
決
~
に
積
枠
的
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
吋
，
＂

し
か
し
な
か
ら
、
公
衆
衛
生
行
政

を
更
に
捐
進
す
る
た
め
に
は
、
印
民

り

や

氏

間

組

織

の

力

々

の

株

い

理

解

と
こ
協
力
を
得
て
こ
そ
は
し
め
て
効

東
か
も
か
り
、
そ
の
目
的
か
逹
成
さ

れ
る
斗
し
の
て
あ
り
ま
す
し

こ
の
よ
う
な
心
味
に
お
き
ま
し
て

む
P

中
旦
協
会
且
附
和
一
ェ
十
二
年
に
設

立
さ
れ
て
以
来
長
年
に
わ
た
り
防
役

に
閃
す
る
調
査
研
究
、
防
疫
工
作
の

庚
麗
、
ワ
ク
チ
／
、
殺
虫
剤
な
と
薬

資
材
の
斡
旋
事
業
を
行
わ
れ
る
一
方
、

] 11 

）
 r
 

1:,i'{ 

;~ 
9
j
ノ
t

!

れ
ま
し
た
C

-

[

O

l

地
球
，

r
か
ら
一
加
さ
れ

と
は
、
水
い
ー
パ
麿
Ol

屠
見

ー

心

f
J
 

罰
か
し
い
附
和

i
l
l
,
u
峠
OJ

新
咋

を
迎
え
る
に
叫
り
、
心
か
ら

御
名
亨
と
偲
発
限
を
お
祈

げ
ま
す
。

,f, 
し
I, (/) 

閂
期
的
な
こ
と
て
あ
り
ま

こ
の
，
よ
う
に
一
紐
さ
れ
な
い
ま
で

,
}
]
感
望
祖
の
応
ご
処
〖
ぃ
様
相
は
年
代
に

よ
っ
て
笈
化
し
て
い
る
ご
と
は
中
す

主
ズ
斗
f

、
わ
り
主
壮
：

le
，-
,
3
い
か
国
で
は

戦
羨
0
[
L
l
t
乱

の

間

八

か

ら

，
1
余
年

,，こ
[
9

た
合
日
、
愁
憂
1

い
の
防
心
に
閲

し
て
も
忙
芥
の
先
進
国
と
ー
し
て
幻
凸

い

水

逹

し

つ

っ

あ

り

ま

す

か

、

そ
れ
に
は
先
弘
の
先
鵡
的
な
、
苫
初

と
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
か
大
き
い
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
且
て
き
ま
廿
ん
，
＇

し
か
し
、
油
励
廿
こ
れ
は
何
時
こ
の
加

か
ら
＇
肛
落
し
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
へ

J

そ
れ
は
交
通
往
来
の
昂
と
連
さ
が
昔

日
の
且
て
な
く
、
外
国
か
ら
幻
感
染

罪
の
侵
入
の
梼
会
か
い
く
ら
て
も
あ

る
か
ら
て
あ
り
ま
す
。
そ
ご
て
、
今

わ
れ
わ
れ
か
な
す
へ
き
こ
と
は
国
際

的
規
模
て
防
疫
作
戦
に
参
加
し
広
域

的
な
感
繁
症

f
防
に
真
剣
に
努
力
す

る
こ
と
て
も
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
申
歳
て
あ
り
ま
ー
。
街
に

は
サ
ル
に
因
ん
た
岱
物
か
た
く
さ
ん

売
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は

:
見
サ
ル
」
「
間
か
ザ
ル
L

「
一
口
わ

ザ

ル

」

の

ご

筏

力

花

り

ま

す

防

疫

作
戦
に
際
し
て
は
し
か
し
、
こ
の
よ

う

な

消

極

的

九

対

応

て

旦

い

け

い

と
印
□

い

ま

す

。

屈

の

5

い
物
[

ー

見

る

「

間

く

サ

ル

l

ル
の
環
燒
凋
査
な
ど
広
範
囲
に
わ

た
る
公
益
事
業
を
囲
し
て
巾
民
の
衛

八
天
伽
紐
の
回
］
に
布
り
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
識
に
い
紅
義
な
こ
と
て
あ

り
敬
．
巳
｀
一
ざ
表
ず
る
次
祖
て
あ
り
ま
す
い

今
日
の
国
燒
間
題
を
考
え
ま
す
と

仕
活
闊
水
や
都

111
コ
ミ
の
処
岬
あ
る

ぃ
且
交
追
機
関
等
に
起
因
す
る
騒
音
、

掠
動
等
由
民
0

生
活
に
い
紀
す
る
閏

起
に
も
よ
り
冬
く
の
関
心
か
は
ら
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
寸

し
、
由
民
の
―
—
ー
ス
も
〗
甲
な
る
環
境

汚
榮
囚

f
の
防
除
に
と
と
ま
ら
ナ
目

然
応
星
の
保
全
や
り
凸
関
連
施
設
の

拡
充
な
ど
人
ひ
と
の
心
に
う
る
お
い

を
与
え
る
快
適
な
生
活
環
境
を
望
む

声

が

高

ま

っ

て

い

る

と

は

ご

承

知

う
サ
ル
」
と
い
う
積
極
邸
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。
感
繁
前
か
わ
か
国
に
侵

人
す
る
伽
に
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
常

合
地
域
に
お
い
て
捕
捉
し
囁
減
す
る

こ
と
は
、
単
に
わ
か
国
の
防
役
に
貢

献
ず
る
た
め
の
み
て
な
く
、
日
時
に

そ
の
虚
行
地
域
の
防
疫
竹
戦
に
も
強

力
な
支
投
と
な
り
得
る
も
の
て
あ
り

n
 

r/ 

ま
介
頭
に
当
り
、
わ
か
国
の
肋
投
対

策
に
関
す
る
所
感
の
一
端
を
述
へ
て

莉
什
の
伺
挨
捻
と
い
た
し
ま
す
勺

の
と
こ
ろ
て
も
り
ま
す
。

本
負
~
も
昨
什
同
様
き
ひ
し
い

か

f
灼
さ
れ
ま
甘
＇
か
、
私
た
ち
公
衆

衛
外
行
政
に
携
わ
る
者
と
い
た
し
ま

し
て
戸
、
こ
の
人
販
巾
を
，
快
適
て

li,〈
よ
い
町
＇
」
，
健
康
な

14
活
を
楽

し
め
る
町
L

に

i
る
た
め
説
息
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
行
じ
て
お
り
ま

,
J
'
 

も

ら

た

め

て

、

各

位

の

支

援

と

協
力
を
お
願
い

i
る
次
第
て
あ
り

ま
す
ぃ

わ
わ
り
に
f

中
只
協
玄
の
こ
発
展
と

皆
枠
方
の
こ
健
康
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
年
頭
の
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま

。
す

-5-



新

年

う

ご

ざ

い

仕
月
旦
f

乃
も
見
，
1
、
芹
〉
人
、
し
く

す
か
し
し
，
て
の
て
寸
9

、IJ
、
こ
い

さ
か
何
日
乳
く
の
か
＇
，
；
ぢ
月
る

し
[
'
迂
）
膚
ー
く
な
り
、
正
オ

叶
月
い
以
、
寡
蒻
日
｝
和
い
-
,
：
；
伽
小
臼

に
行
っ
だ
い
り
山
（
寸
ふ
I

J

f

9
象
履
旦

先
に
行
っ
て
い
左

ifl,f
＼

私

，

八

い

旅
て
‘
l
t
L
0
人
、
j
＼
か
ら
い

ilr少
竹

特
”
1
]

は
、
盆
凸
き
て
お
っ
た
に
も
狗

ら
ず
、
薦
席
て
f

家
放
辿
れ
の
グ
几

ー
プ
の
間
に
人
っ
て
し
ま
っ
た
た
め らし ヘ

＼パ

賜仇し
り［紐 i・腿す明
罹けい Q け

しり} :: ＿且Ii ま
てい可質『l し
！り臼 '!j羞 □いて
< ;;、
釘l芯
礼人 i甘
月'(!)汀．ら
し履＾り叶：わ
」／式，cl 飲~~ 叫！

力本い？
を，b111'v・ 

．
~
ー
ー

1
1

と
八
に
、
本
月
も
笈
り
土
せ
す
出
札

官

了

ー

且
r

辺
i

｀
を
祖
履
叶

L
I

さ
ズ
、
り
公

＼

、

ー

●
l
 

9

{

 

ー
し
し

/
.
[
9

こ
と

f
 

9
¥
 

決
なしか n
1立てで仄
旦応快 11
ヵ〉易適 fr「)
り tr tc <n 
こ

旦と

で

り随来灯だ｝どん
主分ず(/) ,,)'tご＼（）

し長‘間戸伽 l) 人
たくもに I・）り．）食け力し）

゜感じ突て !,'i', → iこーだか向
しも，)))かた, A , .. , カ

ら＼込日 Jt !)↑ 人そ r v' 
れしん分皐文くと〈 ，い恥合
旦的ての！］り;/) f房て夕｀む!] ;/, 
小し 1心足？い
快でくを
で瓜 1も札Iし＼り
見中 ii こ『女て
花が出の付~：し飲

り
主
せ
ん
。
と
か
く
見
忍
さ
れ
か

な
礼
〈
:
ュ
子
い
や
炭
い
を
叫
門
以
に
し

と
の
土
う
に
し
て
良
の
健
康
〔
く
り

を

fl
り
出
寸
か
か
私
た
ち
の
使
命

C

ナ
か
り
ま
す
ご
の
謀
題
に
向
万
て
、

今
＇
い
ー
的
に
と
り
く
み
、
所

由

か

、

日

的

地

よ

く

に

な

；

た

叶

そ

5
グ
—
/
1

ー
／
か
、
，
日
分
の
周
り
の

こ
み
か
」
且
日
け
始
め
、
そ
0

[

い
で

に
私

0

分
も
太
，
と
始
未
す
る
て
は

ふ
り
主
せ
ん
か
◇

□

5

：

寸

み

ま

せ
ん
＇
仁
い
う

ol

か
や
;
―
と
、
一
胴

0

巾

て

し

た

か

臼

入

を

[

か

れ

た

様

な
感
じ
て
し
た
。
今
迄
の
小
快
な
気

月
か
概
ね
す
っ
と
ん
て
、
さ
わ
予
か

な
気
特
て
刀
印
を
後
に
ゴ

米
ま
し
た
か
。

i

豆
尻
か
逆
て
あ
れ

ら
く
私
も
日 且i9

 

ピ

各 i:, 
' 
} 

, } 

る

l
/
 

斗

F

の
目
的
を
果
た
す
ま
て
絶
炒
ま
す
尽

力
し
続
け
る
再
気
と
実
行
力
か
肝
要

か
と
存
じ
ま
す
。
保
健
衛
生
士
の
雷

麦
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
負
‘
是
と

も
に
取
加
の
．
途
を
た
と
り
、
反
面
、

行

政

管

罪

、

衛

牛

教

育

な

ら

び

に

保

健
衛
化
ザ
ー
ヒ
人
5
守

0
供
給
鉢
制
は

対
応
し
き
れ
ず
、
す
へ
て
満
足
す
へ

き
条
仇
を
欠
い
て
い
る
現
況
で
こ
の

凸
，
、
保
健
衛

11い
政
を
携
わ
る
も
の

と
し
ま
し
て
も
誡
に
迅
憾
て
あ
る
と

網
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
0
ー
い
民
が

む
保
健
刷
り
行
政
を
日
企
に
、
一

し
臼
軌
を
し
た
と
山
」
い
す
Q

[
ま
り
□

「
り
加
し
の
山
て
す
か
、

こ
九
を
，
当
り
＂
即
ー
て
は
な
く
／
付

貯
い
」
と
感
す
'
G
0
'
は
、
且
日
彗

ー
臼
り
刷
L

の
感
覧
で
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
な
気
か
し
ま
す
"
‘

家
の
加
敷
ヘ
コ
ミ
を
放
ら
な
い
人
‘

か
、
中
円
の
庫
席
を
，
「
、
、
た
ら
け
に

し
、
家
て
閃
殻
を
仄
皿
に
拾
て
る
人

か
駅
て
は
祝
路
を
灰
皿
と
考
；
几
る

0

も
、
そ
の
人
か
ら
見
れ
は
「
当
り
飢
，
』

の
土
か
も
知
れ
な
い

OJ

て
1
0

白

分
Ol
今

什

ん

て

屈

る

所

、

什

由

し
て
い
る
所
、
そ
し
て
氾
り
過
き
る

所
か
美
ー
、
く
あ
っ
て
飲
し
い
と
顧
う

の
旦
共
追
の
気
持
た
と
息
う
の
て
す

か

、

こ

の

よ

つ

に

保

[

の

か

口

iT
り

罰
」
と
一
口
う
気
持
に
は
中
々
な
れ
な

い
よ
う
て
す
。

1
月

1
2
月

月
ー
日

1
7
日
、
成
人
肪

予

防

週

閏

総

合

ね

ず

み

駆

除

連

動

期

間

］

月

い

日

1
2月
四
日

精
神
衛

1
mに
心
の
啓
発
普
及

月

間

期

間

3
月

0
創
犬
〇
腎
坪
に
閃
＇
ゴ
る
条
例

◇
◇
◇
◇
◇
 

'

府

政

だ

よ

り

◇
◇
◇
◇
◇
 

入
恥
附
ェ
JI
ェ
晶
て
は
次
の

な

打

出

か

'

,

わ

れ

る

て

す

。

成

人

恥

予

防

連

動

期

間

歩
一
歩
削
向
き
の
姿
勢
で
立
ち
向
か

う
所
存
て
こ
さ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
樟
方
の
ご

健
康
と
財
団
払
人
大
阪
防
疫
協
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
合
い
た
し
ま
し

て
年
珀
の
あ
い
さ
[
ど
し
ま
寸
"

日
本
人
全
て
に

1
f」
を
保
「
の

を
「
崎
り
伽
」
と
息
わ
せ
る
の
は
無

坪
な
印
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
、
新
し

い
勾
を
迎
合
る
に
当
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
旦
か
な
い
切
）
を
尚
且
信
て
な
い

て
行
き
た
い
も
の
て
あ
り
ま
す
ぃ
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誇
ん
で
。

ま
オ閏
年
九
月
か
ら
約
一
ヶ
月
間
、
曲

外
鉄
道
視
空
団
の
一
員
と
し
て
欧
米

を
廻
り
私
は
外
国
よ
り
日
半
を
跳
め

る
機
会
を
持
ち
、
あ
ら
た
め
て
日
本

の
経
済
力
の
巨
大
さ
を
身
を
も
っ
て

の
応
慶
ひ
を
申
．
1
け

新

律
p

明
け
直
し
て
お
め

ご
ざ
い
ま
ず
。

口
年
代
力
終
り
、

80
江
八
の
諮
附

け
を
迎
え
た
本
叶
は
と
の
よ
う
八
年

と

な

り

ま

す

て

ー

ょ

う

か

力

囚

閏

覧
会
と
い
ぺ
J

、
お
そ
ら
く
東
い
い
＇
フ
リ

ン
ヒ
ノ
タ
に
次
ノ
＼
、
戦
條
日
本
0

平

和
と
繁
栄
を
象
図
す
る
仄
匝
的
り
土

で
幕
を
明
け
た
□

年

仇

は

、

口

汀

安

保
、
オ
イ
ル
／
~
ノ
タ
等
と
、
決
し

て

、

た

と

ん
か
、
戦
加
肌
條
の
日
本
の
歴

史
を
ふ
り
忍
っ
た
時
、
お
お
む
ね
平

和
な
い
什
て
あ
っ
た
と
言
え
る
の
て

は
な
い
か
と

1
1
1
〗
い
立
す
。

そ
し
て
f

ご

存

知

の

よ

り

に

、

名

<

の
間
題
花
抱
え
た
ま
ま

80
叶
仇
の
畠

か
明
き
ま
し
だ
い
し
か
し
な
か
ら
、

凸
由
間
題
に
↓
き
ま
し
て
も
r

私

逹

は

IO
汀
在
八
に
オ
イ
Ji

／
づ
ノ
ク
と
い

う
苫
い
紆
験
戻
し
た
に
も
狗
ら
す
、

そ
の
教

JIi
か

fl
か
さ
訂
な
い
ま

恥

感

し

て

ま

い

ま

し

た

。

外

国

の

人
々
の
限
か
ら
見
た
日
本
と
い
う
国

に
〔
ノ
い
て
の
麿
見
て
共
趙
す
る
こ
と

は
日
半
の
紆
済
力
の
脅
威
と
い
う
こ

と
で
す
。

屈
外
の
カ
メ
ラ
、
電
気
製

品
、
文
房
具
店
に
は
日
本
製
品
か
所

j

`

l

!

 

;

t

§

 

~
~
 

t
 

た
、
同
じ
様
な
危
機
を
迎
え
よ

と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
＂
喉
九
過

き
れ
は
的
さ
忘
れ
る
”
の
愚
字
の
緑

り
返
し
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

古
来
よ
り
、
”
治
に
あ
っ
て
乱
を
忘

れ
す
”
と
一
口
い
ま
す
。
乎
時
に
あ
っ

cも
翡
に
乱
世
の
伽
え
を
だ
‘
'
て
は

な
ら
な
い
と
の
戒
め
で
す
か
、
い
さ

と
い
う
時
に
な
っ
て
、
慌
て
て
心
誓
っ

て
も
間
に
合
わ
す
、
割
に
継
統
的
に

対
処
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
か

狭
し
と
粒
べ
ら
れ
て
あ
り
、
日
本
製

の
車
か
街
を
走
り
廻
り
、
各
都
巾
の

日
ぬ
き
の
姐
り
に
は
f

日
本
四
メ
ー

カ
ー
の
不
オ
ン
サ
イ
ン
が
光
々
と
輝

い
て
い
ま
す
。

ゥ
イ
~
ー
ソ
の
地
下
鉄
の
総
裁
か

「
自
分
の
持
っ
て
い
る
車
も
カ
メ
ラ

に

中
せ

あ
る
と
い
う
教
え
た
と
息
い
直
す
。

ま
さ
に
、
防
疫
の
問
也
も
そ
の
1

つ

て
は
な
い
か
と
思
い
ま
寸
0

私
逹
の
会
社
は
、
恥
か
け
さ
ま
て

満
20
月
を
過
き
、
企
業
と
し
て
成
人

の
域
に
逹
す
る
こ
と
か
て
き
ま
し
た
し

こ
れ
を
叫
念
し
て
C

叶
叶
に
は
、
／

メ
リ
カ
の
肋
大
統
伽
、
＇
ノ
ェ
フ
ル
に

R
'

フ
ォ
ー
ド
氏
を
招
聘
い
た
し
ま

し
た
3

約
一
州
閏
の
滞
石
の
中
て
、

7

ォ
ー
ド
＂
即
大
統
領
旦
、
番
組
出
傾

幻
た
め
、
二
疫
に
わ
た
り
当
社
を
訪

れ
ら
れ
主
~
し
た
。
フ
ォ
ー
ド
訓
大
統

釦
を
お
凸
叉
す
る
に
も
た
っ
て
、
信

国
賓
待
遇
の
腎
伽
体
制
を
ひ
<
-
力
、

社
岸
州
外
の
改
装
を
い
た
し
ま
し
た

そ
5

準
伽
に
は
f

[

五

月

に

わ

た

る

又
オ
逍
り
、
昼
夜
兼
行
の

fl
業
か
統

も
日
本
製
品
て

i
o
]
と
の
開

iJ"-

番
の
挨
拶
に
は
こ
ぢ
ら
か
驚
く
柑
て

し
た
。
英
国
の
国
鉄
の
中
中
て
英
国

人
の
歯
科
桝
か
私
の
カ
メ
ラ
の
こ
と

を
色
々
畔
ね
た

l
私
の
カ
メ
プ
を
譲

っ
て
く
れ
と
＿
―
[
い
出
さ
れ
た
の
に
は

蒻
り
ま
し
た
。
私
が
脈
行
中
な
の
て

と
断
る
と
、
自
分
の
持
，
て
い
る
カ

メ
ラ
ー
一
台
と
変
換
し
て
く
れ
と
就
よ

う
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
交
換
す

る
カ
メ
ラ
も
I

:

台
と
も
日
本
製
と
い

う
こ
と
か
わ
か
り
大
笑
い
と
な
り
ま

し
た
。
又
近
所
の
腐
に
い
た
お
は
あ

さ
ん
が
f

自
分
の
ス
カ
ー
フ
も
日
本

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
・
門
の
防
疫

の
問
題
と
な
り
ま
す
と
、
こ
の
一
[
力

月
と
い
う
時
間
て
は
、
あ
ま
り
に
も

短
か
す
き
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
の
不

肋
の
対
策
か
区
要
と
な
り
ま
す
。
当

り
て
旦
、
開
局
以
来
の
貴
協
会
の
長

年
に
わ
だ
る
こ
努
力
い
お
か
け
を
も

ち
ま
し
て
、
大
笈
、
衛
化
的
な
状
態

で
f

l

ォ
ー
ビ
伽
大
統
領
を
お
迎
え

て
き
た
と
確
に
し
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
貫
協
会
へ
の
感
謝
の

念
を
新
た
に
し
た
次
第
ズ
す
。
今
後

も
、
冑
社
に
対
す
る
倍

lfJ
の
こ
支
援

こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
共

に

、

貴

協

会

の

々

の

発

展

を

お

製
だ
と
メ
イ
ト

f
,
9
ー
ン
ャ
ハ
ン

の
印
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
外
、
こ
れ
に
知
寸
る
数
々
の

エ
ヒ
ソ
ー
ト
か
あ
り
主

j
か
紙
数
の

国
係
て
宇
い
き
尽
せ
な
い
の
か
残
念
な

程
て
す
。

私
は
今
帰
国
し
て
い
ろ
い
ろ
考
え

て
み
る
と
き
こ
の
日
本
の
綺
済
力
の

加
呆
は
、
：
日
本
人
の
侶
勉
さ
」
た

と
い
い
ま
す
。
資
厨
も
な
く
、
国
土

見
狭
い
牧
国
か
世
界
に
占
れ
る
の
は

口
の
勒
勉
さ
以
外
に
な
い
と
息
い
ま

a
 

す
私
の
勤
務
し
て
い
る
阪
臼
電
車
は

し
J

名つ

ゥゞ

'-

し‘

男
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こ
の
勤
勉
な
日
本
の
勤
労
者
を
毎
朝

毎
夕
、
お
運
び
し
て
い
る
鉄
道
業
で

す
。
我
々
の
ご
乗
客
が
日
本
の
経
済

を
支
え
て
い
る
勤
勉
な
方
々
と
そ
の

ご
家
族
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、

我
々
が
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献
し

得
る
み
ち
は
ご
乗
客
の
足
と
し
て
ご

乗
客
以
上
に
勤
勉
に
職
務
に
精
励
す

る
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し

て
い
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
。
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